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○
林
道
の
整
備
に
つ
い
て 

林
道
は
、
木
材
の
安
定
的
な

供
給
や
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
い

て
は
総
延
長
１
６
，
３
６
２

km
（
市
町
村
と
の
併
用
林
道

含
む
）
の
林
道
を
管
理
し
て
い

ま
す
。（
令
和
２
年
９
月
現
在
） 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
林
道

を
維
持
管
理
す
る
ほ
か
、
必
要

な
箇
所
へ
の
林
道
の
開
設
（
新

設
工
事
）
、
林
道
の
機
能
向
上

を
図
る
た
め
の
改
修
（
改
良
工

事
）
、
大
規
模
な
降
雨
な
ど
に

よ
る
決
壊
し
た
箇
所
の
復
旧

（
災
害
復
旧
工
事
）
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
う
し
た
林
道
の

新
設
工
事
、
改
良
工
事
、
災
害

復
旧
工
事
を
巡
り
近
年
取
り

組
ん
で
い
る
事
項
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

    ○
国
土
強
靱
化
に
つ
い
て 

 
 

 

政
府
の
「
国
土
強
靱
化
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
施
策
の
重

点
化
・
優
先
順
位
付
け
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
組
み
合
わ
せ
等

に
よ
り
、
府
省
庁
が
横
断
的
に

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
重
点

的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
施
策

で
す
。 

林
野
庁
で
は
、
治
山
事
業
及

び
森
林
整
備
事
業
に
お
い
て
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

 ○
実
施
状
況
に
つ
い
て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

山
地
災
害
の
危
険
性
が
高
い

地
区
等
の
周
辺
森
林
に
お
い

て
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を

防
止
・
最
小
化
す
る
た
め
に
必

要
な
林
道
の
改
良
を
平
成

30

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
、
７
路
線
の
林

道
が
完
了
し
て
お
り
、
本
年
度

は
、
さ
ら
に

11
路
線
の
改
良

工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

上
川
南
部
森
林
管
理
署
管

内
の
幌
加
沢
林
道
で
は
、
豪
雨

時
の
通
行
が
危
険
と
な
る
こ

と
や
増
水
す
る
た
び
に
修
繕

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
老

朽
化
し
た
河
床
路(

増
水
時
に

施
設
上
部
を
越
流
す
る
構
造

の
簡
易
な
排
水
施
設)

を
改
良

し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
林
道
の
排
水

施
設
を
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
（
増
水
時
の
水
量
を
考
慮
し

た
箱
形
構
造
の
大
型
排
水
施

設
）
に
改
良
す
る
こ
と
で
、
増

水
時
に
も
林
道
を
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
南
富
良
野
町

が
管
理
す
る
上
水
道
施
設
や

上
流
域
に
あ
る
森
林
整
備
箇

所
へ
の
通
行
の
安
全
性
が
向

上
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
増
水
の
た
び
に
修
繕

が
必
要
と
な
っ
て
い
た
林
道

維
持
コ
ス
ト
の
削
減
も
見
込

ま
れ
ま
す
。 

     ○
林
業
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
推
進
の
必
要
性 

山
村
地
域
は
、
森
林
の
多
面

的
機
能
の
発
揮
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
で
、

過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
行
、
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
森

林
の
増
加
等
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
林
野
庁
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技
術
の
活
用

工事前（河床路） 実施後（ボックスカルバート） 

は
じ
め
に 

国
土
強
靱
化
を
図
る
た
め
の 

林
道
の
改
良
工
事 

ド
ロ
ー
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※ 

技
術
を
活
用
し
た
事
業
の 

効
率
化
の
推
進 

平成 30 年度新設  

林業専用道 

上川南部森林管理署 幌加沢林道 （南富良野町） 
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に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
の

推
進
に
よ
る
事
業
の
効
率
化

等
を
進
め
て
い
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
林

道
事
業
に
お
い
て
も
、
ド
ロ
ー

ン
等
を
活
用
し
た
自
然
災
害

状
況
の
把
握
、
測
量
設
計
業
務

へ
の
活
用
に
向
け
た
検
証
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
新
設
工
事
測
量
時
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

施
工
効
率
の
向
上
等
を
目

的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
む

け
、
今
年
度
よ
り
上
川
中
部
森

林
管
理
署
に
お
い
て
次
年
度

開
設
予
定
林
道
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
施
工
の
確
立
に
向

け
た
調
査
業
務
」
（
林
野
庁
委

託
調
査
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
従
来
の
測
量

方
法
に
よ
る
結
果
と
３
次
元

測
量
の
結
果
（
地
上
レ
ー
ザ
ー

測
量
）
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
に
よ

る
オ
ル
ソ
化
デ
ー
タ
等
の
異

な
る
デ
ー
タ
の
精
度
等
を
比

較
・
検
証
し
、
問
題
点
や
課
題

の
洗
い
出
し
と
解
決
策
の
検

討
を
行
う
も
の
で
す
。 

３
次
元
測
量
（
地
上
レ
ー
ザ

ー
測
量
）
と
は
、
こ
れ
ま
で
「
点

と
線
」
で
表
現
さ
れ
て
来
た
地

形
を
、
「
起
伏
に
富
ん
だ
高
密

度
の
面
デ
ー
タ
」
と
し
て
処
理

す
る
も
の
で
、
据
置
き
型
レ
ー

ザ
ー
測
量
機
器
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
方
向
に
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
し
て
地
形
を
計

測
し
ま
す
。 

照
射
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
は
、

樹
木
の
隙
間
を
通
り
抜
け
地

表
面
に
到
達
し
、
誤
差
±
１
㎜

の
高
精
度
な
測
量
が
簡
単
に

行
え
る
こ
と
か
ら
、
３
次
元
Ｃ

Ａ
Ｄ
に
よ
り
、
図
上
で
の
路
線

検
討
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

国
有
林
と
民
有
林
が
近
接

す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
民
有

林
と
連
携
し
て
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
路
網
整
備
を
行
え

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ

う
な
取
組
を
進
め
て
参
り
ま

す
。 

○
災
害
復
旧
で
の
ド
ロ
ー
ン

の
活
用

 

降
雨
災
害
等
に
よ
り
被
災

し
た
林
道
施
設
の
現
況
把
握

に
も
ド
ロ
ー
ン
は
広
く
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
高
南
部
森
林
管
理
署
で

は
、
林
道
災
害
復
旧
工
事
実
施

箇
所
に
お
い
て
、
隣
接
し
た
の

り
面
が
崩
落
し
、
被
害
箇
所
が

大
き
く
広
が
る
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
工
事
実
施
中
で
あ
る

た
め
、
速
や
か
に
被
害
拡
大
部

分
の
状
況
把
握
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
現
況
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
カ
メ

ラ
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
下
方
か
ら
の
目
視
で
は

把
握
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
被
害
状
況
を
上
空
か
ら
迅

速
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
が
通
過
し
た
後

な
ど
、
大
規
模
な
被
災
が
想
定

さ
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
被

害
の
有
無
と
被
害
状
況
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
土
砂
の
崩
落
等
に
よ
り

車
両
が
通
行
で
き
な
い
場
合

は
、
徒
歩
に
よ
り
被
災
地
等
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
場
合
の
被
害

状
況
把
握
に
つ
い
て
は
、
時
間

的
な
制
限
の
中
で
、
往
復
数
km

の
徒
歩
に
よ
る
調
査
は
効
率

が
悪
い
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
現
況
把
握
が
有
効
で

す
。 こ

の
た
め
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
今
年
度
よ
り
、
事

前
に
ド
ロ
ー
ン
へ
飛
行
経
路

を
設
定
し
自
動
航
行
に
よ
り

被
災
状
況
を
把
握
す
る
検
証

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て

引
き
続
き
森
林
整
備
に
お
け

る
重
要
な
基
盤
施
設
で
あ
る

林
道
の
整
備
や
管
理
を
し
て

参
り
ま
す
。 

レーザー測量機器

地上レーザーを活用した３Ｄ画像 

赤で示された区域が被害拡大箇所 

日高南部森林管理署 

車両通行困難な場合は徒歩で確認 

ドローンによる被害状況の把握 

お
わ
り
に 
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は
じ
め
に 

 
 

 

後
志
森
林
管
理
署
は
後
志
総

合
振
興
局
・
胆
振
総
合
振
興
局

管
内
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
（
３
市

12
町
５
村
の
計
20
市
町
村
）
を

管
轄
し
て
い
ま
す
。 

管
内
に
は
、
支
笏
洞
爺
国
立

公
園
、
ニ
セ
コ
積
丹
小
樽
海
岸

国
定
公
園
、
狩
場
茂
津
多
道
立

自
然
公
園
の
ほ
か
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
エ
リ
ア
も
多
く
、
ス
キ

ー
や
温
泉
等
国
有
林
を
利
活
用

す
る
市
町
村
が
多
い
一
方
、
林

業
を
主
産
業
と
す
る
市
町
村
が

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

  

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
実
施 

 

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
後
志
総
合
振
興
局
森

林
室
と
連
携
し
て
、
林
政
連
絡

会
議
等
の
機
会
に
市
町
村
の
林

務
担
当
者
へ
支
援
す
べ
き
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
新
た
な
森
林
経
営

管
理
制
度
に
伴
う
森
林
整
備
の

推
進
の
た
め
、
森
林
の
現
況
把

握
に
役
立
つ
、
ビ
ッ
タ
ー
リ
ッ

ヒ
法
の
実
習
や
全
天
球
カ
メ
ラ

の
活
用
法
な
ど
の
研
修
会
を
開

催
。
今
年
度
初
め
の
後
志
総
合

振
興
局
と
の
打
合
せ
に
お
い
て
、

森
林
整
備
の
た
め
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
年
は
森
林
整
備

に
お
け
る
活
用
方
法
や
操
作
に

つ
い
て
、
市
町
村
林
務
担
当
者

や
森
林
組
合
等
の
林
業
事
業
体

を
対
象
に
「
無
人
航
空
機
（
ド

ロ
ー
ン
）
活
用
研
修
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

   

        
地
域
の
課
題 

 

 
後
志
署
管
内
に
は
、
地
域
材

の
利
用
が
進
ま
な
い
こ
と
や
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た
公
共
施
設
が

な
い
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

後
志
署
の
所
在
す
る
俱
知
安

町
で
は
２
０
３
０
年
に
北
海
道

新
幹
線
の
駅
舎
が
完
成
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
駅
舎
等
に
地
域

材
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
俱
知
安

町
を
始
め
、
地
元
の
関
係
機
関

と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
森
林
事
務
所
の
Ｃ

Ｌ
Ｔ
で
の
建
替
を
申
請
中
で
す
。

建
替
が
実
現
で
き
れ
ば
後
志
署

管
内
で
初
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し

た
公
共
施
設
と
し
て
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
も
の
と
な
り
、
利
用
促

進
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

 

           
 

ま
た
、
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
田
中
賢
介
さ
ん
が
、

現
役
時
代
に
道
産
の
ダ
ケ
カ
ン

バ
を
使
用
し
た
バ
ッ
ト
で
公
式

戦
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
こ
と
を
ご

存
じ
の
方
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
後
志
地
域
の
ダ
ケ
カ
ン
バ

で
バ
ッ
ト
が
作
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
地
域
の
名
産
と
し
て
林
業

の
活
性
化
に
繋
が
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
地

域
の
資
源
量
把
握
や
強
度
の
検

証
な
ど
に
向
け
て
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

林
業
の
人
材
確
保 

 

 

林
業
の
現
状
は
人
材
の
確
保

が
難
し
く
、
若
い
世
代
が
森
林
・

林
業
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
た
め
森
林
管
理
署

長
が
管
内
の
市
町
村
長
に
森
林

管
理
局
が
発
行
し
た
「
北
の
森

漫
画
」
を
紹
介
し
、
管
内
の
学

校
に
配
付
す
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。
市
町
村
か
ら
は

大
変
好
評
で
図
書
館
や
道
の
駅

な
ど
施
設
に
配
付
し
た
い
。
キ

ャ
ン
プ
場
に
も
備
え
付
け
れ
ば

子
供
や
自
然
が
好
き
な
方
々
へ

の
木
育
に
繋
が
る
の
で
は
等
の

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
市
町
村

実
行
管
理
推
進
チ
ー
ム
会
議
に

お
い
て
も
「
北
の
森
漫
画
」
を

同
様
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
組
で
地
域
全
体

に
林
業
に
対
す
る
興
味
が
生
ま

れ
、
若
い
世
代
が
林
業
に
関
わ

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

振興局との打合せ 

北の森漫画より抜粋 
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視、

○
管
内
概
要

私
の
勤
務
す
る
若
佐
森
林
事

務
所
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
の

佐
呂
間
町
に
あ
り
ま
す
。 

佐
呂
間
町
に
は
、
北
海
道
で

一
番
大
き
い
汽
水
湖
で
あ
る
サ

ロ
マ
湖
が
あ
り
、
ホ
タ
テ
や
カ

キ
な
ど
の
養
殖
が
盛
ん
で
す
。

農
産
物
は
、
カ
ボ
チ
ャ
が
有

名
で
「
シ
ン
デ
レ
ラ
夢
ま
つ
り
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ホ

タ
テ
と
と
も
に
町
の
特
産
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。

事
務
所
は
佐
呂
間
森
林
事
務

所
と
合
同
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

協
力
し
て
様
々
な
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
管
轄
し
て
い
る
地

域
は
、
２
つ
の
森
林
事
務
所
を

合
わ
せ
佐
呂
間
町
と
北
見
市
の

一
部
で
、
約
１
５
，
５
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
は
、
幌
岩
山
（
サ

ロ
マ
湖
畔
自
然
休
養
林
）
か
ら

見
え
る
夕
焼
け
で
、
視
界
を
さ

え
ぎ
る
も
の
が
な
く
、
目
の
前

の
水
平
線
に
太
陽
が
沈
む
美
し

さ
は
日
本
屈
指
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
森
林
官
の
仕
事

日
々
、
自
然
の
中
で
苗
木
の

植
栽
や
植
栽
木
の
成
長
を
妨

げ
る
サ
サ
等
を
刈
り
払
う
下

刈
、
間
伐
等
、
様
々
な
請
負
事

業
の
監
督
・
検
査
業
務
、
国
有

林
と
民
地
の
境
界
を
確
認
す

る
境
界
巡
検
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
私
が
森
林
官
の
仕

事
で
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る

の
は
、
「
地
況
・
林
況
調
査
」

で
す
。 

こ
の
調
査
は
、
森
林
計
画
を

作
成
す
る
た
め
に
、
樹
木
の
生

育
状
況
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

の
必
要
性
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

国
有
林
の
森
林
に
は
、
林
班

や
小
班
と
呼
ば
れ
る
森
の
住
所

が
割
り
振
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
、
面
積
な
ど
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
植
栽
さ
れ

て
い
る
樹
木
の
種
類
、
植
栽
し

た
年
度
、
下
草
刈
り
や
間
伐
な

ど
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

様
々
な
森
林
整
備
の
状
況
な
ど

を
整
理
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。 

調
査
は
、
森
林
の
状
態
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
現
在
地

を
図
面
や
空
中
写
真
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

で
確
か
め
な
が
ら
「
こ
の
森
林

は
、
十
分
に
光
が
当
た
っ
て
い

な
い
の
で
早
め
の
間
伐
を
し
よ

う
」
「
こ
の
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林

は
、
自
然
に
育
っ
た
広
葉
樹
の

成
長
が
と
て
も
良
い
の
で
一
緒

に
育
て
て
み
よ
う
」
な
ど
将
来

の
森
林
の
姿
に
思
い
を
は
せ
つ

つ
、
デ
ー
タ
を
頼
り
に
野
を
越

え
山
を
越
え
て
、
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

○
終
わ
り
に

若
佐
森
林
事
務
所
に
来
て
３

年
目
に
な
り
、
管
内
の
状
況
を

誰
よ
り
も
熟
知
し
て
い
る
森
林

官
を
目
指
し
て
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

地
元
の
方
々
と
は
、
町
内
会

の
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ

て
顔
見
知
り
に
な
り
公
私
と
も

に
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
窓
口
と

し
て
佐
呂
間
町
に
溶
け
込
み
、

国
有
林
の
管
理
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

網走中部森林管理署 
若佐森林事務所 

森林官 河尻 雅信 

サロマ湖の風景

河尻森林官 

丸太の確認 

地況・林況調査 
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私
は
今
年
の
４
月
に
日
高
南
部

森
林
管
理
署
に
赴
任
し
ま
し
た
。 

 

赴
任
し
た
当
初
は
日
高
の
急
峻

な
山
々
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

 

森
林
調
査
や
林
野
巡
視
等
で
山

を
歩
く
と
翌
日
は
筋
肉
痛
に
な
り

ま
し
た
が
、
次
第
に
体
が
慣
れ
て

く
る
と
周
り
の
植
物
や
野
生
動
物
、

山
の
地
形
な
ど
、
様
々
な
も
の
を

観
察
で
き
る
余
裕
が
生
ま
れ
、
毎

日
様
々
な
発
見
が
私
を
驚
か
せ
て

く
れ
ま
す
。 

山
は
季
節
や
天
候
で
植
物
や
地

形
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
数
ヶ
月

過
ぎ
た
だ
け
で
別
世
界
の
様
で
す
。 

 

春
に
は
た
く
さ
ん
の
花
で
彩
ら

れ
て
い
た
山
々
も
、
夏
は
緑
一
色

に
覆
わ
れ
、
秋
に
は
紅
葉
が
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

山
に
入
る
と
町
で
生
活
す
る
よ

り
も
季
節
や
時
間
の
移
り
変
わ
り

を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
れ
が
山
の
魅
力
の
一
つ
で
も

あ
り
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
た
め
毎

日
多
く
の
方
々
が
山
を
訪
れ
て
い

ま
す
。 ＊

＊
＊ 

山
に
向
か
う
た
め
に
は
、
林
道

を
通
行
し
ま
す
。 

普
段
何
気
な
く
通
る
林
道
で
す

が
、土
木
を
学
ん
で
い
な
い
私
が
、

興
味
深
い
と
感
じ
た
こ
と
に
つ
い

て
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

○
路
面
の
排
水
処
理

林
道
は
、
森
林
の
管
理
や
整
備

に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
施
設
で

す
。
土
構
造
で
作
設
さ
れ
て
い
る

た
め
降
雨
等
の
影
響
を
強
く
受
け

ま
す
。
こ
の
た
め
維
持
や
管
理
す

る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。 

林
道
は
、
通
常
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
車
両

が
通
行
す
る
路
面
は
雨
の
影
響
を

強
く
受
け
ま
す
。
雨
水
が
路
面
を

走
る
こ
と
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
る
と

通
行
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
た
め
、

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
設
備
が
ゴ
ム

板
を
木
材
で
挟
み
固
定
し
た
「
木

製
路
面
排
水
工
」
で
す
。 

簡
単
な
構
造
で
す
が
、
路
面
を

走
る
雨
水
を
ゴ
ム
板
で
せ
き
止
め

側
溝
や
谷
側
へ
排
水
す
る
こ
と
に

よ
り
、
洗
掘
を
防
ぎ
路
面
を
保
護

す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

○
路
体
の
下
の
排
水
処
理

そ
の
ほ
か
に
、
路
面
に
水
が
走

ら
ぬ
よ
う
林
道
の
下
に
は
流
水
を

通
す
た
め
の
排
水
管
が
埋
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
路
面
の
下
な
の
で
気

づ
き
に
く
い
で
す
が
、
上
流
の
沢

水
や
側
溝
の
水
を
下
流
の
沢
へ
逃

が
す
た
め
の
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
排
水
管
に
も
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
が
見
ら
れ
、
落
ち
葉
や
枝

で
管
が
閉
塞
し
て
路
面
に
水
が
あ

ふ
れ
、
路
体
を
崩
壊
さ
せ
な
い
よ

う
呑
口
は
木
製
の
囲
い
等
に
よ
り

保
護
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
り
林
道

は
厳
し
い
環
境
の
中
で
路
体
が
維

持
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
山
奥

の
事
業
地
ま
で
入
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。 

林
道
に
は
自
分
に
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
専
門
的
な
工
夫
が
多
く
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

＊
＊
＊ 

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
紅
葉
を
楽

し
ん
だ
り
、
釣
り
な
ど
山
を
訪
れ

る
の
に
良
い
時
期
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
際
は
少
し
林
道
に
も
注
目

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

林
道
は
道
幅
も
狭
く
見
通
し
も

悪
い
場
所
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
落
石
の
発
生
や
シ
カ
や
リ
ス

な
ど
の
動
物
の
飛
び
出
し
な
ど
、

多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

通
行
時
は
、
一
般
の
公
道
と
同
様

に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
十

分
注
意
し
て
走
行
し
て
い
た
だ
き
、

安
全
に
山
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

第１０話  

日高南部森林管理署 

吉田 太陽 

オオサクラソウ（５月下旬）

木製路面排水工
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【上川北部森林管理署】 

９月１６日（水）と 17 日（木）の 2 日間、

「遊々の森」協定を締結している名寄市立名寄

南小学校の依頼により、小学 3 年生を対象とし

た今年度 1 回目となる森林教室を開催しまし

た。自然への興味を持ってもらうことを目的と

して、カミネッコンを使用した「植樹体験」、様々

な樹種の特徴に触れてもらうために森の中にあ

る 10 種類の木の名前を当ててもらう「樹種当

てクイズ」を行いました。児童たちからは「樹

種当てクイズが楽しかった」「また外で自然に関

する授業がしたい」といったうれしい感想を聞

くことができました。引き続き学校と協力しな

がら、更に森林環境教育を充実させていきたい

と考えています。 

【檜山森林管理署】 

９月１７日（木）、江差町水堀の砂坂海岸林で

厚沢部中学校 3 年生を対象に、森林の調査をテ

ーマにドローンを利用した森林の現況把握と、

樹種判別学習の森林教室を実施しました。今回

の森林教室は、中学校から、何か特別な経験を

させたい、また、将来森林官になりたいという

生徒の為になるようにとの要望があったことが

きっかけでした。樹木の学習後は、自分の身近

に多種多様な樹木が存在することに驚くととも

に、改めて地元の自然の豊かさを実感したよう

で「道ばたの樹木がどんな特徴を持つのか興味

を持つようになった」という感想を書いてくれ

る生徒もいました。 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

【東大雪支署】 

９月１５日（火）、新得町立富村牛小中学校

において森林管理署の仕事や役割を知るとと

もに、身近な森林や林業への興味を持ってもら

うことなどを目的に、「森林管理署のお仕事体

験」と題して、森林調査や森林施業体験を実施

しました。 

学校の裏手にある「遊々の森」で、実際に森

林調査として胸高直径測定、樹高測定を行い、

生徒は初めて使うブルーメライスや輪尺に大

きな興味を示していました。先生からは、林業

に興味を持つ生徒が増えていることや、将来の

職業として林業を考える意識が芽生えている

などの話もあり、これまでの森林教室の取組の

成果と感じています。 

【上川南部森林管理署】 

9 月 3 日（木）、占冠村と上川南部森林管理

署が共同で整備した土場において森林教室を開

催し、占冠中央小学校の全校児童が参加しまし

た。 

占冠村の基幹産業の一つである林業や土場の

役割、木製品ができるまでについて説明しまし

た。 

バットの原料であるアオダモの説明は好評

で、イチロー選手や松井選手が使ったバットを

楽しそうに振っていました。 

児童から「普段、通学している時に何気なく

見ている土場の役割を知ることができて大変良

かった。」といった感想が聞かれ、木との触れ合

いを楽しみながら林業や木の使われ方等につい

て理解を深めていただくことができました。 

名寄南小学校で今
年度1回目の森林教
室を開催 

占冠中央小学校で
森林教室 

厚沢部中学校生徒
へ 森 林 教 室 を 実
施！ 

新得町立富村牛小
中学校「森林管理署
のお仕事体験」 
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  今
月
の
表
紙 

浮
島
湿
原 

大
雪
国
立
公
園
の
北
側
に
あ

る
浮
島
湿
原
は
、
周
囲
を
森
林
に

囲
ま
れ
静
寂
に
包
ま
れ
た
場
所

で
す
。 

新
緑
か
ら
紅
葉
の
季
節
ま
で

色
鮮
や
か
な
風
景
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

面
積
約
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
周

約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
湿
原
に

は
大
小
70
あ
ま
り
の
沼
が
あ
り
、

名
前
の
由
来
で
も
あ
る
風
に
吹

か
れ
て
移
動
す
る
「
浮
島
」
が
あ

り
ま
す
。 

沼
を
巡
る
木
道
か
ら
は
、
点
在

す
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や
エ
ゾ
ヒ

ツ
ジ
グ
サ
等
の
水
生
植
物
、
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
等
の
湿
性
植
物
、
チ
ン

グ
ル
マ
等
の
高
山
植
物
、
ト
ン
ボ

や
チ
ョ
ウ
の
ほ
か
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

湿
原
な
ら
で
は
の
散
策
を
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

美
し
い
景
色
が
楽
し
み
な
ハ

イ
キ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

気
温
の
変
化
が
激
し
い
季
節

で
も
あ
る
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
準
備
は
、
万
全
に
！ 

エゾシカの狩猟期間は、10 月 1 日～3 月 31 日までですが、地域に

より異なります。 

事故防止のため、登山や散策などで利用される国有林の林道などの入

口には「発砲禁止」ののぼりを掲げています。 

それ以外の、国有林に入林されることは、事故のおそれがありますの

で入林の自粛をお願いしております。 

下記の QR コードや北海道森林管理局のホームページから、銃猟立入

禁止区域の設定状況をご覧ください。 

なお、狩猟期間中に入林する際は、赤やオレンジなど狩猟者から見て

目立つ服装で、自己防衛をされるようお願いします。 

銃猟立入禁止区域図の URL 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

apply/nyurin/attach/jyuukinnzu.html 

広報 「北の森林 国有林」10 月号 

発行 北海道森林管理局 
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も り 

上：上空から見た浮島湿原 

左：浮島湿原の歩道（7月中旬） 8
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